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庭
か
ら
出
た
ご

み
、
会
社
か
ら
出

た
ご
み
な
ど
、
ご
み
の
種

類
に
か
か
わ
ら
ず
、
野
外

で
の
ご
み
の
焼
却
は
原
則

禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

野
外
焼
却
は
、
ダ
イ
オ

キ
シ
ン
汚
染
を
は
じ
め
と

す
る
大
気
汚
染
の
原
因
に
な
り

ま
す
。
ご
み
を
処
分
す
る
場
合

は
、
一
般
の
家
庭
ご
み
の
場
合
、

適
正
に
分
別
し
て
い
た
だ
き
、
ご

み
集
積
所
（
市
の
収
集
）
へ
出
し

て
く
だ
さ
い
。
会
社
な
ど
事
業

活
動
に
伴
い
発
生
す
る
事
業
系

一
般
廃
棄
物
は
市
が
許
可
し
た

収
集
運
搬
業
者
に
委
託
す
る
か
、

野
洲
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
に
直

接
持
ち
込
む
な
ど
、
責
任
を
持
っ

て
処
理
し
て
く
だ
さ
い
。（
産
業

廃
棄
物
は
、
法
律
で
定
め
ら
れ

た
方
法
で
適
正
に
処
理
し
て
く

だ
さ
い
。）

　

野
外
焼
却
は
、
法
律
（
正
式

名
は
、「
廃
棄
物
の
処
理
及
び
清

掃
に
関
す
る
法
律
」）
で
明
確
に

禁
止
さ
れ
た
行
為
で
す
。
違
反

が
悪
質
な
と
き
は
「
５
年
以
下

の
懲
役
若
し
く
は
１
０
０
０
万

円
以
下
の
罰
金
ま
た
は
、
こ
れ

ら
の
両
方
」
が
課
せ
ら
れ
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。

●
紙
や
木
や
草
も
駄
目

　
「
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
や
ゴ
ム
は
燃

問い合わせ…環境課
☎ 589－ 6431、℻  589 － 5069

法律で

や
す
と
有
害
物
を
出
す
か
ら
駄
目

だ
が
、
紙
な
ど
は
よ
い
」
と
思
っ

て
い
る
人
も
あ
り
ま
す
が
、
何
を

焼
却
す
る
か
に
関
係
な
く
野
外
焼

却
は
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。
紙
や

木
や
草
も
焼
却
は
禁
止
さ
れ
て
い

ま
す
。

●
焼
却
炉
に
も
き
び
し
い
基
準
が

　

あ
り
ま
す

　

ド
ラ
ム
缶
な
ど
を
使
っ
て
燃
や

す
の
は
も
ち
ろ
ん
禁
止
で
す
が
、

法
律
の
基
準
を
満
た
し
て
い
な
い

焼
却
炉
を
使
っ
て
物
を
焼
却
す
る

と
野
外
焼
却
と
同
じ
と
み
な
さ
れ

ま
す
。

●
ど
う
し
て
野
外
焼
却
は
駄
目
？

　

物
を
焼
却
す
る
と
ダ
イ
オ
キ
シ

ン
等
の
有
害
物
質
が
発
生
し
ま

す
。
臭
い
が
洗
濯
物
や
干
し
物
に

つ
く
、
呼
吸
器
の
弱
い
人
に
は
煙

や
臭
い
そ
の
も
の
が
苦
し
い
と

い
っ
た
身
近
な
問
題
が
あ
り
ま

す
。
ま
た
、
安
易
に
廃
棄
物
を
燃

や
す
習
慣
は
、
使
え
る
物
の
再
資

源
化
を
妨
げ
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。

●
次
の
場
合
は
例
外
と
み
な
さ
れ

　

ま
す

１
．
農
林
漁
業
を
営
む
た
め
廃
棄

物
を
や
む
を
え
ず
焼
却
す
る
場
合

（
た
だ
し
、
ビ
ニ
ー
ル
シ
ー
ト
な

ど
の
農
業
資
材
や
、
家
庭
の
廃
棄

物
を
畑
に
持
ち
込
ん
で
燃
や
す
の

は
い
け
ま
せ
ん
。）

２
．
災
害
な
ど
に
と
も
な
う
廃
棄

物
を
や
む
を
え
ず
焼
却
す
る
場
合

３
．
文
化
的
な
伝
統
行
事
を
行
う

場
合
（
左
義
長
な
ど
）

　

こ
れ
ら
の
場
合
に
つ
い
て
も
煙

の
量
や
風
向
き
に
注
意
し
他
人
に

家

エコドライブ教習会の受講者募集！
　「エコドライブ」は、ガソリンなど燃料の消費を抑えた
運転方法。つまり省エネ運転です。これにより、燃料代の
節約や CO2 排出削減にも貢献できます。
日時…11 月 28 日㈯午前 9 時～午後 3 時
場所…中主防災コミセン防災研修室（市役所分庁舎隣）
対象…市内在住・在勤の普通自動車運転免許取得後 3 年以
上経過している人、先着 15 人
内容…インストラクターの指導によるエコドライブ方法の
体験実習、エコドライブの効果についての講習
主催…環境基本計画推進会議 ｢ 水と緑・安心の野洲 ｣、環
境課
その他…受講者には、教習会受講後に「野洲市エコドライ
ブ推進リーダー」として、市内でのエコドライブの普及活
動に協力いただきます。
申し込み・問い合わせ…11 月 18 日㈬までに電話、ファク
ス、Ｅメールのいずれかで住所、氏名、電話、ファクス番号、
所属団体または事業所名を環境課☎ 589 － 6431、℻   589 －
5069、Ｅメール kankyou@city.yasu.lg.jp

迷
惑
を
か
け
な
い
配
慮
や
、
火
災

に
対
す
る
十
分
な
注
意
が
必
要
で

す
。
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【11月の休館日】
月曜日（23 日㈷は開館）、4 日㈬、24 日㈫

◆秋期企画展「北村季吟と新玉津嶋神社」／
　11月 15 日㈰まで
◆記念講演会「近江を囲む俳人たち」／ 11
　月 3日㈷午後 2時～ 4時
　講師…乾憲雄さん（滋賀県俳文学研究会会長）
◆現地ウォーク「北村季吟ゆかりの地を訪ね
　る」／ 11 月 7 日㈯午後 2 時 20 分／野洲北
　中学校集合／定員 40 人／電話にて受付
　現地案内…北遊遊倶楽部
◆テーマ展「むかしのくらし－食生活の道具
　－」／ 11月 21 日㈯～ 12 月 23 日㈷
◆まちかど博物館「野田を歩く」／ 11 月 22
　日㈰午後 1時 30 分／野田自治会館集合
　共催…博物館友の会
◆弥生の森歴史公園・紅葉ライトアップ／ 11
　月 13 日㈮～ 23 日㈷午後 6時～ 9時（入園
　は午後 8 時 30 分まで）／入園無料／公園は休館
　日の 16 日㈪も開園
　主催…野洲市観光物産協会
◆博物館・夜間開館／ 11 月 21 日㈯～ 23 日
　㈷午後9時まで開館（入館は午後8時30分まで）

北
村
季
吟
の
句
碑
と
顕
彰
の
あ
ゆ
み

　

北
村
季
吟
は
、
江
戸
時
代
に
俳

人
、
歌
人
、
国
文
学
者
と
し
て
活

躍
し
た
人
で
す
。
季
吟
の
故
郷
で

あ
る
北
村
（
現
在
の
野
洲
市
北
）

に
は
、
自
治
会
館
前
に
大
き
な
句

碑
が
あ
り
ま
す
。

祇
王
井
に　

と
け
て
や
民
も　

や

す
ご
ほ
り

　

こ
の
句
は
、
季
吟
の
長
男
湖こ

し
ゅ
ん春

が
編
集
し
、
１
６
６
７
（
寛
文

７
）
年
に
刊
行
さ
れ
た
句
集

『
続ぞ

く
や
ま
の
い

山
井
』
に
収
め
ら
れ
て
い
ま

す
。「
解

と
く
る
こ
お
り

氷
」
の
題
で
、「
江
州
野

洲
郡
永
原
と
い
ふ
所
に
て
興
行

に
」
の
詞こ

と
ば
が
き書

が
あ
り
、
永
原
で
詠

ん
だ
句
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
り
ま

す
。『
平
家
物
語
』
に
登
場
す
る

白
拍
子
の
「
祇
王
」
が
、
平
清
盛

に
願
い
出
て
開
削
さ
れ
た
と
伝
え

ら
れ
る
用
水
「
祇
王
井
（
祇
王
井

川
）」
の
伝
説
を
、
季
吟
も
よ
く

知
っ
て
い
た
よ
う
で
す
。「
こ
お

北村季吟句碑（北自治会館前）

り
」
は
「
郡
」
と
「
氷
」
を
掛
け
、

氷
が
解
け
る
よ
う
に
、
ふ
る
さ
と

の
祇
王
井
に
と
け
込
む
よ
う
に
慣

れ
親
し
ん
で
い
る
人
々
の
こ
と
を

想
い
詠
ん
だ
も
の
で
し
ょ
う
。
こ

の
場
所
の
句
碑
に
刻
む
の
に
ふ
さ

わ
し
い
句
と
い
え
ま
す
。

　

こ
の
句
碑
は
１
９
５
５
（
昭
和

30
）
年
、
季
吟
没
後
二
百
五
十
年

の
供
養
に
、
松
尾
芭
蕉
ゆ
か
り
の

義ぎ
ち
ゅ
う
じ

仲
寺
無む

み
ょ
う
あ
ん

名
庵
（
大
津
市
）
と
共

催
で
祇
王
村
教
育
委
員
会
が
建
立

し
ま
し
た
。
碑
文
は
無
名
庵
の
寺

崎
方ほ

う
ど
う堂

氏
の
筆
に
な
る
も
の
で
、

多
く
の
人
が
参
列
し
て
盛
大
に
除

幕
式
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
年
、
北
村
季
吟
顕
彰
会
が

設
立
さ
れ
、
顕
彰
事
業
が
本
格
的

に
す
す
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
毎
年
、
命
日
の
６
月
15
日

（
現
在
は
第
２
土
曜
日
）
に
句
碑

の
前
で
「
季
吟
忌
」
の
法
要
や
句

会
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。　

　

１
９
５
６
（
昭
和
31
）
年
に

は
、
山
添
文ぶ

ん
や弥

氏
、
寺
井
秀
七
郎

氏
ら
の
努
力
に
よ
り
祇
王
小
学
校

に
「
季
吟
文
庫
」
が
設
け
ら
れ
、

季
吟
関
係
資
料
の
収
集
が
な
さ
れ

ま
し
た
。
こ
の
資
料
は
、
現
在
は

博
物
館
で
保
管
し
て
お
り
、画
像
、

自
筆
の
和
歌
懐
紙
や
書
状
、
季
吟

が
著
し
た
古
典
文
学
の
注
釈
書
な

ど
が
あ
り
、
今
回
の
企
画
展
で
も

紹
介
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
頃
、
季
吟
ゆ
か
り
の
京

都
の
新に

い
た
ま
つ
し
ま

玉
津
嶋
神
社
で
も
顕
彰

の
機
運
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

１
９
５
６
年
に
は
「
北
村
季
吟
先

生
遺
蹟
」
の
石
碑
が
、『
広
辞
苑
』

の
編
さ
ん
で
知
ら
れ
る
国
語
学
者

新し
ん
む
ら
い
づ
る

村
出
氏
に
よ
り
、
松
原
通
に
面

し
た
鳥
居
前
に
建
立
さ
れ
ま
し
た
。

　

季
吟
の
故
郷
、
地
元
の
祇
王

小
学
校
に
は
肖
像
画
が
掲
げ
ら

れ
、「
祇
王
井
の
流
れ
も
と
遠
く

　

季
吟
の
翁
に
名
も
高
き
」
と
校

歌
に
も
季
吟
の
こ
と
が
歌
わ
れ

て
い
ま
す
。
１
９
７
５
（
昭
和

50
）
年
に
は
卒
業
生
の
寄
付
に
よ

り
前
庭
に
「
北
村
季
吟
先
生
少
年

像
」が
建
て
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

１
９
８
３
（
昭
和
58
）
年
、
野
洲

文
化
ホ
ー
ル
の
開
館
時
に
は
玄
関

前
に
銅
像
が
建
立
さ
れ
て
い
ま

す
。
こ
の
２
つ
の
銅
像
は
、
地
元

の
彫
塑
家
で
祇
王
小
学
校
の
卒
業

生
で
も
あ
る
三
宅
善
夫
氏
の
作
に

よ
る
も
の
で
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
多
く
の
人
々
の

支
え
に
よ
り
顕
彰
事
業
が
進
め
ら

れ
て
き
た
こ
と
を
見
直
し
、
後
世

に
引
き
継
い
で
い
き
た
い
も
の
で

す
。

（
歴
史
民
俗
博
物
館
学
芸
員　

行

俊
勉
）




